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人
形
作
り
の
大
ベ
テ
ラ
ン

手
芸
家
の
亘
正
幸
さ
ん

わ
た
る

ま
さ
ゆ
き

亘
正
幸
さ
ん
（
７９
歳
。
緑
ケ
丘
１
）

は
、
染
色
、
押
し
絵
、
人
形
、
ち
り

め
ん
細
工
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
風
の

手
芸
品
を
、
７０
年
以
上
に
わ
た
り
作

り
続
け
て
い
ま
す
。

個
展
を
開
催
し
、
お
弟
子
さ
ん
に

技
を
教
え
る
お
師
匠
さ
ん
を
つ
と

め
、
著
書
も
多
数
出
版
し
て
い
ま
す
。

幼
児
期
か
ら
お
絵
描
き
や
工
作
が

好
き
で
し
た
。
婦
人
用
の
帽
子
製
作

の
内
職
を
し
て
い
た
母
親
か
ら
余
り

布
を
も
ら
い
、
１０
歳
で
初
め
て
人
形

を
作
り
ま
し
た
。
「
人
形
を
作
る
た

び
に
親
友
の
お
母
さ
ん
が
褒
め
て
く

れ
た
」
の
が
と
て
も
う
れ
し
く
て
上

達
し
て
い
き
ま
し
た
。

高
校
生
に
な
っ
て
人
形
作
家
に
師

事
。
羽
子
板
製
作
で
用
い
る
「
押
し

絵
」
や
「
人
形
作
り
」
の
専
門
的
な

技
法
を
学
び
、
洋
裁
店
で
販
売
さ
れ

る
ほ
ど
の
作
品
を
創
作
し
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
は
、
百
貨
店
に
就
職

し
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、
仕
事
の
傍
ら
作
品
作
り
を
続
け

ま
す
。
百
貨
店
で
の
文
化
催
し
担
当

に
な
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
芸
術
家

と
出
会
い
刺
激
を
受
け
、
自
身
の
ち

り
め
ん
細
工
や
人
形
の
創
作
に
、
広

が
り
や
深
み
を
増
す
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

特
に
人
形
作
家
の
布
士
富
美
子
先

生
（
故
人
）
か
ら
は
没
後
、
多
く
の

古
布
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
譲
り
受
け
る

ほ
ど
懇
意
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

現
在
は
「
姉
様
人
形
」
の
制
作
に

注
力
し
て
い
ま
す
。
「
谷
崎
潤
一
郎

や
正
岡
子
規
が
愛
し
た
姉
様
人
形
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和

の
各
時
代
で
流
行
し
た
髪
型
や
着
物

・
帯
の
色
柄
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な

り
、
そ
の
伝
統
文
化
の
魅
力
を
千
代

紙
で
は
な
く
ち
り
め
ん
で
再
現
す
る

独
自
の
作
品
で
表
現
し
た
い
で

す
。
」

「
３
月
に
８０
歳
を
迎
え
る
の
を
機

に
、
『
う
つ
く
し
い
な
つ
か
し
い
「
姉

様
」
』
を
出
版
予
定
で
、
最
後
の
詰

め
を
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
り

ま
す
。

亘
さ
ん
が
今
、
作
品
作
り
で
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
は
「
純
粋
さ
」
。「
作

り
た
い
」
と
い
う
自
分
の
純
粋
な
気

持
ち
を
大
切
に
、
自
宅
の
工
房
で
丁

寧
な
手
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。
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!市北部の生涯学習
の拠点施設「きらら
ホール」が、「きら
ら祭り」をはじめと
した地域に密着した
取り組みや学習環境
の整備などが評価さ
れ、文部科学省の「第

７２回優良公民館表彰」を受賞しました。市長に受賞の報告をしたNPO
法人まちづくりステーションきらめきの永島理事長と大池副館長は、
「今後も地域と連携を図りながら多世代交流の場として愛される施設
づくりを目指していきます」と抱負を語りました。

伊
丹
広
８
面

０
３
０
１
０
８

藤
❶
藤
❷
尚
❸
尚
❹
奥
❺
奥
❻
奥

▶図書館「ことば蔵」の「伊丹
でみつける・さぐる・かんがえ
る図書館を使った調べる学習コ
ンクール」が地域活性化につな
がる取り組みとして「第２３回図
書館を使った調べる学習コンク
ール」の「総務大臣賞」を受賞
しました。情報を活用する力の
育成や主体的な学び、地域への関心を広げることを目的として、学校
や施設、企業と連携して調べる学習の支援を行ったことが評価されま
した。

桜スイーツ

３月１日販売スタート

桜
の
名
所
を
巡
る
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い
た
み
ア
ピ
ー
ル
プ
ラ
ン
推
進
協

議
会
は
、
ガ
イ
ド
付
き
で
伊
丹
の
桜

の
名
所
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

４
月
４
日
㈯
（
荒
天
中
止
）
。

午
前
９
時
半
に
ア
イ
愛
セ
ン
タ
ー

に
集
合
し
、
た
ん
た
ん
小
道
〜
「
日

米
友
好
の
桜
」
が
あ
る
瑞
ケ
池
公
園

〜
緑
ケ
丘
公
園
を
ガ
イ
ド
付
き
で
巡

り
ま
す
。
正
午
ご
ろ
終
了
。

定
員
５０
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）
。
参
加
料
５００
円
。
桜
の
ス

イ
ー
ツ
の
土
産
付
き
。

,
３
月
２
〜
２７
日
に
電
話
で
市
ま

ち
な
か
に
ぎ
わ
い
課
内
い
た
み
ア
ピ

ー
ル
プ
ラ
ン
推
進
協
議
会
事
務
局
!

７８４
・
８
０
６
８
へ
。
先
着
順
。

市
公
館
「
鴻
臚
館
」

て
い

ち
ゃ

呈
茶
と
一
般
公
開

３
月
８
日
㈰
午
前
１０
時
〜
午
後
３

時
（
受
け
付
け
は
午
後
２
時
半
ま

こ
う

ろ

か
ん

で
）
、
緑
ケ
丘
公
園
内
鴻
臚
館
で
。

伊
丹
市
茶
道
協
会
に
よ
る
お
も
て

な
し
。

１
席
５００
円
（
季
節
の
和
菓
子
付
）
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。

【
一
般
公
開
】
毎
週
火
・
木
・
土

・
日
曜
（
６
〜
８
月
は
土
・
日
曜
）

の
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午
後
１
〜
３

時
。
無
料
。

問
市
秘
書
課
!

７８４
・
８
０
０
９
。

記

録
（
敬
称
略
）

●
第
１１
回
日
本
け
ん
玉
協
会
チ
ー
ム

戦
▽
優
勝
)
新
居
和
心
（
南
中
３
）
、

山
本
朱
莉
（
荒
牧
中
１
）
、
鈴
木
茉

夢
（
有
岡
小
５
）
▽
準
優
勝
)
有
田

遥
香
（
東
中
１
）
、
山
本
弘
巳
、
鈴

木
裕
範
。

●
第
３６
回
日
本
け
ん
玉
協
会
杯
争
奪

戦
Ｊ
Ｋ
Ａ
カ
ッ
プ
▽
優
勝
)
新
居
和

夏
（
県
伊
丹
高
１
）
▽
準
優
勝
)
山

本
朱
莉
（
荒
牧
中
１
）
。

世界的な桜の名所、米国ワシントン・ポトマック河畔の桜は本市の東野地区で作られた丈
夫な台木を基に育てられました。この「日米友好の桜」は寄贈から１００年以上を経た今でも
多くの人々に親しまれています。この日米友好の桜物語を後世に伝えるため、「桜スイーツ」
を３月１日～４月中旬に次の通り販売します。春の訪れと歴史ロマンを感じながら、桜スイ
ーツとお花見をお楽しみください。価格はいずれも税込み。
【桜と抹茶のモンブラン（写真①）】ケーキの店フランダース（昆陽東３。"７７７-４５６１）。
１個３８０円 【桜村雨たると（同②）】Smile－Yamすみれ家（鴻池５。"７７２-０７７２）。１個

ほうじゅあん

１８４円 【桜の雫（同③）】菓匠寶樹庵（安堂寺町７。"７７７-７２００）。１個１５０円 【桜シフ
ォン（同④）】パティスリーニルヴァーナ（昆陽４。"７３７-５０２６）。１個３４６円 【北野桜ロ
ール（同⑤）】菓子工房シュプレーム（北野３。"７７２-３４１１）。１本６８０円。

市まちなかにぎわい課!７８４－８０６８

③②①

⑤④

桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜とととととととととととととととととととととととと春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春のののののののののののののののののののののののの歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌をををををををををををををををををををををををを歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううううううううううう
日米友好の桜記念商品を販売

日米友好の桜記念商品を次の通り販売しま
す。価格はいずれも税込み。
【桜の葉の香りするお茶】桜の葉の香りがす
る珍しいお茶。阪急伊丹リータ内のみどり園（"
７７２-３５６２）、JR伊丹駅構内の観光物産ギャラリ
ー（"７７０－７０６０）で販売。１袋（４５㌘）７５６円
【古代しぼり】赤米を使った桜色の爽やかな日
本酒。伊丹老松酒造直売所（中央３。"７８２-
２４７０）で販売。１本（７２０㍉㍑）１７８２円 【さ

くらせんべい】桜葉の塩漬けをつき込み、砂糖をかけた桜の花びらの形のせんべい。みどり
ほう じゅ あん

園、菓匠寶樹庵（安堂寺町７。"７７７-７２００）で販売。１袋（８枚）４８６円 【さくらふわり】
桜香る緑茶と紅茶のセット。桜信玄袋（不織布）入り。サンロード商店街内の香島園（"７７０
-３３４４）、観光物産ギャラリー、イオンスタイル伊丹店の伊丹銘店コーナー（藤ノ木１。"
７８７-０５００）で販売。１セット（ティーバッグ５袋×２）７５６円。

市都市ブランド・観光戦略課!７４４－２０８８

桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会伊丹市民混声合唱団と参加者で
春の歌を合唱するイベントを開催
します。
【日時】３月２９日㈰午後２時
【会場】サンシティホール
【曲目】「どこかで春が」「春の小
川」「さくらさくら」など
定員１２０人。当日直接、会場へ。
先着順。
サンシティホール!７８３-２３５０

４月４日㈯午前１１時～午後４時、
みやのまえ文化の郷にある日本庭
園、県指定文化財の旧石橋家住宅（雨
天時は旧石橋家住宅のみ）で、桜花
茶会を開催します。
【内容】お茶席１席６００円（いす席。菓
子付き）。桜の記念商品の販売もあり。
市都市ブランド・観光戦略課

!７４４-２０８８

！発行日までに広報伊丹が届かないときはジャパンメッセンジャーサービス㈱"®０１２０－６３－３２３２、ファクス０１２０－６４－３２３７へ


